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悉
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中
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聚
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綴
り
て3/,
卷
と
な
れ
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、
前
後
總
十
卷
、
い
さ
V

か
以
て
公
命
に
應
ず
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こ
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跋
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甲
午
の
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記
し
た
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の
で
，あ
る
か
ら
、
虎
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六
十
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,
歲
.
'の
時
で
あ
る
。
前
半
五
潘
は
そ
れ
よ
り
十
數
年
前
と
い
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か
ら
、
五
十
歲
以
前
の
著
作
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
ぅ
。
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の
成
立
が
前
述
の
如
き
事
情
に
載
づ
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
金
體
と
し
て
體
系
づ
け
ら
れ
て
も
ゐ
ず
、
又
同
じ
と
と
が
繰
h

返 

さ
れV

ゐ
石
こ
と
も
あ
る
。•

し

か

し

大

體

，君

主

が

如

何

i

自
國
を
.統
治
す
ベ
き
か
を
中
心
.
と

し

セ

論

じ

、

，
そ

.
の
心
得
並
び
.に
四
民
に
對 

す
る
取
扱
ひ
を
詳
說
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
金
體
と
し
て
.一

貫
せ
る
態
度
は
姻
か
に
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
故
に
先
づ
彼
の
极
本
的
立
場 

が
如
何
な
る
も
め
で
あ
る
如
を
說
明
し
よ
ラ
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极
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に
あ
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ま
り
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な
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.；を
發
見
し
得
な
い
。
武
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方
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的
仁
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中
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嚴
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封
建
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あ
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て
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絕
對
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。
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賢
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賢
の
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は
欺
賢
自
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あ
ら
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天
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自
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な
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に
土
地
か
は
れ
ば
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制
も
か
は
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こ
と
あ
る
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論
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く
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も
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ば
又
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；
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さ
る

■に̂

も
み
’ら
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な
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又
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名
必
要
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と
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務
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踣
下
灰
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■體
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の
：實
女
擧
げ
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で
.
あ
名
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し
て1

國
金
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す
る
政
治
を
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す
る
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が
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あ
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な
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考
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な
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し
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つ
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守
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た
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祈
禱
は
あ
ら
じ
と
お
も
へ
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す
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平
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あ
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出
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難
な
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摘
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く
て
虎
門
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目
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の
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き
制
度
を
非
と
し
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:
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か
く
し
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付
を
つ
か
ふ
こ
と
明
寧M
相
の
な
す
べ
き
ニ
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に.あ
ら
ず
、.
い
か
に
と
な
れ
ば
王
政
は
民
を
子
，の
如
ぐ
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扱
ふ
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と
ゆ
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と.
つ
て
缺
く
べ
か
ら
名
る
も
の
で
あ
る
と
.
見
る
o
i
故
に 

「

學
校
を
立
る
と
云
も
の
は
、
國
中
上
下
一
統
の
人
々
に
敎
を
施
す
の
法
な
り
し

S

之
六
；,。

：

：

.：
：

：

然
る
に
庶
民
に
は
學
問
が
ゐ
ら
ぬ
や
，ぅ
に
一
.
般
に
考
へ
る
風
が
あ
る
の
は
、
梁
問
に
對
す
る
考
へ
方
が
間
違
つ
て
ゐ
る

如

ら

で

あ
'

るo

 

い
わ
が
：邦
古
今
と
も
に
掛
校
を
.立
て
义
を
敎
る
こ
と
多

V

は
、一

家
中
の
諸
士
、'知
行
：.
抉
持
、
切
米
な
ど.受
る
'者
ば
か
り
に
行
れ
た
り
て，r
 

'

 

泡
.姓
町̂

そ
の
外
す
ベ
て
の
輕
き
者
に
至^

て
は
、
す
き
と
か
ま
ひ
な
く
お
く
こ
と
、
誠
に
餘
義
な
き
ち
け
も
あ
る
な
り
、
い
か
に
，と
な

.

デ
<、

.

娘
元
ユ
--
0

學
間
众
ど̂

#

*

靨
を
_讀
.み
.才
藝
を
覺
え
る
亡
と
ばか
り
を
生
意
と
十̂

故
^

輕
き
者
H

lt

な
く
：て
も
事
す
む
，と
思
ふ
わ
け
も
あ 

-(
?

、
又
加
の
づ
か
ら
行
屆
か
ぬ
る
わ
け
も
あ
り
、
又
學
問
さ
せ
て

^

て
國
家
の
政
祺
に
妨
に
な
る
わ
け
も
有
、
何
れ
も
一
韻
づ

V

あ
る
こ
^
に

，て
摧
尤
至
極
な
る
ゾ
と
な
り
、
‘さ
れ
ぞ
も
こ
れ
は
极
一
兀
よ

-0

珙
問
と
ー
：ム
も
の
の

.
心
撙
あ
し
き
よ
り
の
こ
と
に
て
、
雄
竟
大
な
る
誤
こ
の
上
な
き 

こ
と
な
り」

.C 

卷
之
.六〕

？ 
: 

:

-

.

'

.

 

. 

. 

:
 

.
 

. 
:

•

•

■

, 

:

:

-

• 

i 

• 

- 

,
»
r 

J 

t 

.
.
.

 

~ 

. 

•

>

,

.

1
• 

.

.

. 

- 

- 

-
s 

i
> 

»
»
. 

.

.

し
か
し
彼
"

f

百
姓
や
町
人
に
武
士
と
同
様
の
敎
育
を
施
せ
と
い
ふ
の
で
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
彼
等
に
は
彼
等
相
應
，の

敎

育

を

,

.
*
,
，
：

•

\>
•
. 

.

. 

.

.

'.
.
.
.
.
'
.
.
. 

. 

V 

.

.

っ、,
.

■:
-
:
. 

:/:
; 

一
 

-
*:•
.
; 

.
•
.

-'
:

'

.

.

.

-

.

.

.

.

.

.

.

.

り,

.

.
 

.

.

.

.
'
• 

. 

-
.
.
.
.
V
. 

.

齋
へ
、
も
.の
の
道
售
理
を
知
ら
せ
る
必
要
が
あ
る
。
百
姓
な
ど
を
わ
ざ
わ
ざ
一
所
に
集
會
名
せ

'
る
こ
と
は
業_

を
妨
げ
»

勞
费
を
が
：

•
 

i 

i 

- 

-

 

■

け
る
こ
と
に
な
る
か
ら
-
何
か
の
時
節
に
敎
べ
る
が
よ
い
と
說
く
程
度
の
も
の
で
あ
る
。

 

、
：

,;「

た
と
へ
ば
，
1

町
一
村
の
內
に
て*
老
分
の
靖
の
^
少
し
あ
ら-
^

に
も
、
す
ぢ
の.わ
か
り
で
、'ん
々
，か
ね
て
あ
ま
り
輕
ん
じ
賤
し
み
；も
.亡
ず
、

' 

.

嫉
み
き
：
ら
ふ
こ
と

^
>
多
か
ぢ
ざ
る
ゃ5'
.
-な
ん
人
ト
撰
び
て' 
賞
從
に
申
付"
敢
百
姓
上ii、

'

並
町
人4

座
と
定
め、
-
,一
苹
吖
内
何
か
，串
節-に
-よ 

;;
:
0
:て
人
.
の
集
る
所
に
ゅ.き
合
.せ
.て
-»
'異
見
添
心
；の..や
ヶ
、に
つ
ぷ
^

^

に
^

ぎ
か
せ
.
”

事
に
よ
り
て
ほ
從
談
問
答
を
も
い
た
す
ベ
し
，

』

®

之
六
ン
。

櫻E

虎
.門
の
®

辭
、
 

.
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三
：
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こ
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瞄
网
與
の
の
經
濟
詾
 

在
四
'

、

(

五
四
>

彼
の
•
い
ふ
と
こ
ろ
は
殆
ど-心
學
の
そ
れ
と
異
な
る
と
こ
ろ'は
'
な
い
。.
し
れ
し
彼
ば
心
學
，に
つ
い..て
は
一
言
も
ーII,

日
及
し
て
ゐ
な
い
。
彼.
 

は
方
法
手
段
にo'
い
て
詳
說
じ
て
ゐ
る
が
、
要̂
H

「

ま
づ
あ
ら
-

^

の•
道
理
分
り
を
合
點
さ
す
る
が
急
務
な
り

」

，
と
い
ふ
程
度
の 

も
の
で
あ
り
、
從
つ
て
當
時
の■所
謂
學
問
な
る
も
の
は
百
姓•
町
人
に
は
有
害
で
あ
る
か
ら
、
堅
く
禁
ず
べ
し
と
い
つ
て
ゐ
る
。

I
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.
4
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■

•
-
•
•
•
.
.
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:*/
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.
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.
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.
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'

.

:
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.
■
. 

一-
.
.
.
-
.
.

-

彼
の
武
士
に
對
す
る
敎
育
論
は
頗
る
詳
細
で
あ
る

(

卷
之
六)

。
學
，校
設
置
の
數
、
學
坐
の
數
の
如
き
問
題
に
つ
v>

て
も
論
及
し
、
昌

-* 

• 

- 

* 

.

.

.

平
赀
に
つ
い
て
次
ぎ
の
如
き
批
評
を
し
て
ゐ
る
の
は
注
目
亿
値
ひ
す
る
。
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ン
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V
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ニ
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■ 

r

「

江
戶
昌
平
奴
の
掛
校
な
ど
は
數
酞
四
方
の
中
に
た
!:
'

一
ヶ
所
に
し
て.、
妹
に
慕
府
の
諸
士
數
千
數
篱
な
る
ゆ
.
へ
、
寛
政
享
和
の.頃
改
正
の
時
、

农
听
深
川
又
は
麻
布
芝
邊
ょ
り
出
席
め
锻
徒
に
途
中
に
-̂

陰
を
费
や
し
、
僕
從
は
肌
を
苦
し
む
類
の
弊
多
く
、

.
又

I

ヶ
所
に
數
铒
千
人
群
を
な'

せ
し
ゆ
へ
、
，
講

義

-

f

す
き
と
き
こ
え
ず
、
，
^

^

に
！

S

る
も
の
は
始
る
と
終
る
と
を
し
る
蕻
能
は
ず
レ
て
、
た
^
上
近
き
人
々
の
禮
拜
す
る
を
見

て
、
そ
め
始
ま
る
こ
と
を
し
り”
終
る
こ
と
を
し-り
し
こ
と
ノ
予
が-
ま
の
あ
た
り
聞
見
せ
し
所
な
り
ノ
如
此
の
制
度
^

ズ
每
日
多-く
聚
る
と
も-

间
の
益
あ
る
べ
き
、
兕
王
の
學
校
は
閭
指
の
小
邑
ま
で
も
行
わ
た
り
て
あ
不
ゆ
へ

"

こ
れ
を
廣
し
と
す
る
こ
と
な
り
、
千
盤
敷
を
旗
#
:
敷
に
す

る
と
も
、
か
や5

の
法
に
て
は
絕
て
益
な
け
れ
ば
、
，
た
夂
わ
け
し
ら
ぬ
も
の
の
み
、
そ
の
坐
徒
の
盛
な
る
を
感
獎
す
る
こ
と
に
：て
實
は
対
レ
笑
の

.

拣
き
、
乂
可
レ
哀
の
拽
き
も
の
な
り
し

(

箱
之
六)

。 

.

.
- 

:

- 

• 

•
. 

.

:

か
ぅ
し
た
虎
門
の
，敎
育
に
對
す
る
見
解
は
多
く
の
點
に
お
，い
て
當
時
の
通
論

^

^

な
る
も
の
で
あ
つ
た
か
ら
、
先
に
'養
賢
堂
學
頭
大 

槻
平
乘
と
衝
突
し1

終
に
身
を
退
く
に
至
つ
た
の.も
、
藎
し
止
む
を
得
な
冰
つ
た
の
で
あ
ら
ぅ
。
し
か
し
彼
の
學
制
に
は
聞
乂
べ
：含
點 

ほ
.少
な
く
な
‘
い
が
、
な
ほ
聽
講
者
の
座
席
を
身
分
の
上
下
に
依
つ
て
區
別
す
る
が
如
き
、
，
尉
建
的
意
見
を
有
し
て
ゐ
た
と
と
は
彼
と
し

一
て̂

^
;
の
?1
.と
-で
あ
る;-
0

,
 

ノ
 

..ノ
 

■

:
. 

.
.

 

. 

>

彼
が
か
く
敎
育
に
蜇
點
を
镫
い
た
の
は
ハ
.
明
か
に
彼
？̂
德」

を
以
つ
.
て
最
も
重
要
な
冬
の
と
考
へ
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。
人
間
の
.も

つ
展
微
の
ぅ
ち
、
德
器•の
優
れ
た
者
を
第一

と
ず
る
。
德
器
と
才
能
と
技
藝
と
は
こ
れ
を
區
別
し
な
け
れ
ば
い

.
け
な
い
と
彼
は
い
ふ
。

世

俗

や

、
も

ず

れ

ば

.
こ
れ
ら
を
泥
淆
し
、
甚
だ
し
き
は
德
器
灰
無
視
す
る
諸
さ
へ
あ
る

o
-

•
 

/

才
能
に
も
德
器
な
小
れ
ば
出
來
ぬ
こ
と
あ
り
、
.技
藝
に
も
才
能
な

i

れ
ば
達
し
難
き
こ
と
も
多
く
あ
，る
ゆ
表
、
三
つ
の
苕
一
樣
の
や
ぅ
に
も 

み
ゆ
れ
ど
も
，
技11

な
く
と
も
才
能
は
す
た
ら
ず
、
.
才
能
な
く
と
も
德
黻
は
貴
ぶ
べ
き
も
の
な
れ
ば
、
德
器
は
本
な
り

-

才
能
は
來
な
り
、
技 

鐵
匕
末
の
又
末
な
り
し

(

卷
之
.

I 

D

o

人
君
.ば
こ
れ
が
の
德
器
あ
.
る
者
を
登
用
し
ズ
政
治
を
^-

す
べ
き
で
あ
る
と
い
ふ
。
..

'
.か
く
彼
は
粮
本
时
な
も
の.と
•
し
て
'̂

神
を
尊
重
す
る
。
故
に
挺
ぬ
眞
の
國
の
讀
昌
ほ
人
人
が
美
服
を
著
し
、
：祭
禮
を
華
美
に
：し
、
娛
：

樂
物
の
類
が
繁
昌
す
る
が
如
き
狀
態
を
い
ふ
の
で
は
な
^
。

‘

「

眞
.の
治
汗
の
あ
ヶ
さ
ま
は
人
民
の
君
上
を
.愛
し
戴
き
て
誚
ひ.飾
る
心
な
く*
律
義
に
厚
ぐ
廉
恥
の
心
よ.り
法
を
卬
り
、
上
下
と
も
に
而
々
の 

職
黎
を
怠
ら
ぬ
な
ど*
少
し
足
を
，と̂

め
て
氣
を
づ
け
ね
ば
深
く
は
し
ら
ル
ぬ
.
こ
.
と
な
1」

(

卷
之
一〕

。

'

.

と
い
ふ
ら
か
、
る
ノ
見
地
か'ら
、
當
時
の
經
濟
狀
態
を
觀
察
し
て
、
彼
が
如
何
:̂
:

る
見
解
を
有
し
て
、ゐ
：た
か
を
次^.
の
問
題
と
し
よ
ぅ:;
0'

三

• 

■

化
政
度
め
宋
期
的
繁
榮
拓
贊
意
を
表
さ
な
か
つ
た
虎
門
ば
、
當
時
の
經
濟
的
行
詰
り
•
に
對
し
セ
f 

r

方
一
般
の
論
昔
と
共
に
儉
約
の 

必
要
を
カ
說
す
：る
が
，
他
方
に
お
い
て
流
通
の
促
進
を
も
主
張
す
る
。
當
時
，

「

來
國
も
西
國
も
、
都
も
田
舍
も
I

大
名
諸
士
も
町
入
百 

襖
吖
虎
け
の
經
濟
論
：
 

.

5E
S
 

C
.

五
五)

.

.



镯
m

IM

門
，の.經

濟

詾

S

ハ.

(

3£

六
V 

姓
も
、P

銃
に
困
窮
困
窮
と
ば
か
り

」

い
ふ
や
ぅ
贮
な
っ
た
經
濟
的
行
詰
り
は
、
金
‘錢

の

景

：

が

少

な

く

な

っ

た

た

め

で

，あ

ら

ぅ

か

。

.■
例 

へ
ば.金

錢

、が

破

船

で

海

川

に

沈

ん

だ

り

、

火

災

で

燒

失

し

た

り

、
、
又

は

金

錢

を

山

，と

‘積

ん

：
で
^

^

ぬ
者
が
あ
を
の
か
。
虎P I

は
と
わ
金 

錢
の
爵
的
減
少
を
否
定
は
し
な
い
が
、
そ

Q

經
濟
的
困
窮Q

音

た

所

葚

そ

れ

ば

か

り2

く
、
次
ぎQ

五
っQ

理
由
を
指
摘
し

て
ゐ
る
* 

. 

'
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• 

.>、 

>
+
•
’ 

.

.

.

.

.

.

、

•.
.
. 

.

.

.

々
：

.

.

.

.

■%
.
 

.•*
,
.
.
.
. 

-
.
.
.
i
•

.

.
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-
- 

、
.
. 

...：，

.

.

.

.

.

. 

. 

.
>
. 

、
、
+
.
. 

, 

I.... 

.

•

’ 

:

1

第
.|

徙

間
..
-
-
*統
逐^

9

^

餘
し̂
.

ゆK
4
.、

讓
^

い
乾
物
.̂

直
に
し̂
.

、
昔
は
一
年-
.の
.く
ら
し
に
間
に.あ
ふ
金
錢
4'
?
今
は
半
年
に
も
足
ら 

‘

ざ
る
故
•

第
三
、
淀
"
.作
法
*

又
は
装
り
な
ら
，は
し
ょ
ろ
し
か
■ら
ざ
る
ょ‘り
、
ず
べ
て
無
益
の
！

G；

多
ぎ
故
-

證

、
畫
奔
多
く
な
る
に
從 

ふ
て
、
ま
す
广\
豪
富
の
密
に
吸
ひ
と.ら
る
、
故
、
第
五
；、
風
俗
衰-へ
人
々
信
義
な
き
ょ
り
、
す
べ
て
流
.通
あ
し
き
故
な
り
し

(

卷
之
五
o 

.
し

彼
は
こ
の
五
、
っ
の
點
を
さ
ら
に
鮮
細
.に
說
明
1>
.
て
ゐ
る
が
、
今
こ
、
に
そ
れ
を
一
ー
說
明
す
を
必
要
は
あ
る

.
ま

い
,0
先

づ

彼

が

金

錢
 

流
通
0

恶
く
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
ゐ.る
點
か
ら
、
彼
の
貨
幣
觀
を
觀
察
し
て
見
.ょ
ぅ
0
.
'
:ノ
-

:
 

;
 

- 

\

蛾
は
金
錢
が
財
寶
そ
の
も
の
で
は.な
く
、
そ
れ
が
秦
通
蓮
用
す
る
ビ
と
に■お
い
で
そ
の
價
値
を
認
め
た
。

.

「

金
銀
錢
と
去
物
は
.
、
歡

物
交
易
を
通
ず
る

爲

に

こ

ベ

、出
し
だ
る
物
な
る
故
、
す
べ
て
滞
な
く
流
通
す
る
が
本
蔥
に
て
*
そ
の
流
通
す
る 

を
以
て
第
-1

の
發
と
も
す
る
こ
ど
な
れ
ど
も
、こ
の
訣
に
至
り(

て
は
と
く
.と
そ
の
旨
をし
ら
ぬ

.

者
多
し」

(

绝
之
；

*

0

0 

.

:

勿
論
匕
め
議
論
は
新
し
い
議
論
で
は
な
い
。
す
で
に
貨
幣
の
流
逋
性
を
寶
と
す
る
こ
と
は
十
|-
1

く
山
鹿
素
行
の
如
き
も
詳
細
に
論
及
レ

P
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ぶ
.
銀
.を
ゎ
が
國
中̂
 

武
備
軍
用
に
も
な
る
と
心
得
て*
金
銀
を
ょ
く
通
用
せ
し
む
る
こ
そ
、
交
為
の
道
行 

:

.

:::
'

a

れ
て
國
家
だ
あ
っ
か
ふ
者
の
敏
と
沄
.
ふ
ご
と
1

知
ら
ずj

と
.い
ル
の
も
未

*

た
珍
し
い

.

議
論
と

.

は
い

.

：へ
な
い

o

し
か
し̂

:

が

さ

ぢ

，に
ー
、
歩

を

迤

.

め
.

て
_

流

通

の

：

_

礎
'

に

信

用.

の

必

要

；
を

認

め

：

.;
:
:
:
'
信

頻

め

r
-
-
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v 

.

. 

.

.

. 

-

•

:

■■
.
• 

S 
ン
.
、

：
' 

.

.

.

.

. 

•
•
•
•
•
• 

* 

* 

. 

. 

. 

.

.

.

. 

- 

. 

- 

- 

.

.

.

.

. 

•
: 

. 

. 

.

.

. 

•

:

趣
.炎
が
流
通
史
阻
步
名
霄
以
令
揹
摘
髮i

;f
t

^

時
の
.論
者
^
^
て 

!

彼
は
眾
に
世
(0
:
;
:中
.の
風
俗
が
¥

<-

杈
>

、
へ
紙
漱
厚
意.を
取
^

埯
觀
ん
ゼ
吳_

た

親

類

賺

が

、

金"銀
に
親
子
取
しj
と
V

ふ
や
ぅ
な
'
,
:

 

■
諺
の
如
べ
な
つ
た
ば
か
り
で
な<̂
、

惠

み

，
を
，
受

妙

.

^
方
の
風
»

^

悪
く
な
り
、.
恩
を
感
じ
な
い
ぱ.か
り
か
、

V
 
く
ら
で̂

無
、む
:5
:

ヤ
:0 

て
來
る
有
樣
で
あ̂

か
ら
、「

向
後
は
せ
-
ざ
る
.
こ
；と
に
な.る
よ
り
流
通
あ
し
く」

な
つ
た
と
い.ふ
。
i

か
し
.

は
單
に
風
俗
の
瀚'«
た
：
#

'
 

に
こ
の
原
因
を
漱
め
ず
、
.
法
制
.の

不

備

に

ま

，
で

論

及

七

允

.ゐ

.
る
-'
0

.

. 

•

,

1

金
銀
貸
借.の
.事
.，有
餘
を
以
て
不
足
を
補
ひ
、
財
用
冷
敗
通
す
る
の
要
道
に
し
て
、
何
れ
め
代
に
も
な
く
て
か
な
は
ざ
る
こ
と
な
る
が
、
今
世 

に
あ
り
.て
は
殊
觅
緊
迪
の'
こ
と
な
り
、
し
か
ぢ
に
今1|
|
:
あ
ら
か
じ
め
法
そ
立
，
て

、

.僩
す
る
こ
.と
な
く
、
灸
.
^
面

々

邪

，
對

の

中

<
|.
|

に
ま
か
せ
て
、 

後
，々
違
變
に
及
び
、
故
障
あ
る
時
に
な
り
て
爭
ひ
訟
に
至
り
て
そ
れ

^

^

の
撮
當
あ
る'̂
で
の
こ
と
故.•

旣
.に
そ
_の
時
に.
至
り
マ
は
、.
.-I

:
の
政 

令
威
光
に
て
も
な
き
金
銀
の
別
に
出
る
道
も
な
く
、
又
一
々
に
そ
の
身
代
を
つ
ぶ
し
て
返
濟
せ
よ
と
は
下
知
す
る
こ
と
も
な
り
難
き
勢
に
て

" 

.

長
く
年
月
を
滕
る
こ
と
に
な.り
、
貸
方
の.者
も
度
々
役
所
等
に.よ
び
出
さ.る
.

^J

と
.な
ど
を
厭
ふ
に
乘
じ
て

*

切
金
年
賦
等
に-
て
^

^

な

ど

寸

.

•

る
瑕
の
こ
と
に
な
び丨
つ
ま
り
は
貸
方
の
損
と
な
る.こ
と
多
き
故
.、
有
餘

あ

る

者

こ

と*

^

-

^

く
懲
り
提
れ.て
、
容
為
に
は
貸
渡
さ
ぬ
故
、
貧
し 

き
^

I
f

ま
す
/

\

く
る
し
め*と
も
"

誰
救
ふ
密
も.な
け
れ
ば*
矜
々
簽
計
钇
め
ぐ
ら
じ
て
故
に
返
的
の
兑
つ
め
は
な
く
1

も
'、
姑
く
鼻
のf
 

•

杏
し
き
間
を
化
せ
ん
と
て
偽^
^

き
て
借
受
る
こ
と
世
關
通
法
の
や
ぅ
に
な
る
故
、
私
の
^

絕
る
こ
と
な
く
、
公
に1辦
る
者
4>
-

自
然
に
多
く
.な 

る
こ
と
な
り.」

ハ
卷
之
七〕

0

、

' 

.
.

'

'
 

' 

.

.广

.

,
•,
-

- 

そ
の
結
染
_は
利
率
は
高
,<

な
り
*

幾
多
の
奸
手
段
を
講
ず
る
こ
，
2

に
な
り
、

1

終
に
は
貧
し
き
者
の
難
儀
と
な
る
こ
と
上
.の
政
令
よ
ろ
し
，か

-«
0

ざ
令
罪
.な
り
、‘
今
の
世
.に
金
銀
を
天
下
第
ー.
の
發
ど•す
る
こ
.と
、
，
.

『

統
の
入

.

.

.

.

.

. 

.
■
-••••-

 

•

 
;
 

■

 

-

, 

. 

-

 

;
 
•

楔
的
虎
^
の
經
濟
猞
 

.写
七
：

七〕
'



情
.

に
.

て1
1

#

激

な

ど

命^L

か
：
へ
て

S

.

ほ
ど
の
重
，き

物

を

私

の

通

用

な

れ

ば

と

て

、
相

對

ぱ

か

.

り
..に
ま
か
せ
て
か
ま
は
ず
お
く
こ
と
驻
し
ぎ
練 

ン
晚
主

K
T

し」

'•

(

同
上)

。 

.

虎
門
.の
と
の
觀
察
は
最
も
ょ
く
當
時
の
融
通
法
の
缺
陷
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る

,0
^

府
の
當
局
者
間
に
あ
つ
て
も
，
動
も
す
れ
尤

金
錢
貸
借
は
相
對
づ
く
で
あ
る■と
'い
ふ
觀
念
が
强
か
つ
たo
'
こ
の
書
の
未
だ
著
さ
れ
な-い
以
前
に
|>
-
-つ
て
は
、
享
保
に
も
寬
政
に
も*

父
こ
の
後
に
お
い
て
天
保
に
も
、
金
錢
出
入

(

訴
訟)

は
相
對
？

と
で
あ
る
か
ら
訴
訟
を
受
理
し
な
い
と
公
然
と
宣
言
し
て
ゐ
る

o

こ

の
點
に
、お
W

て
は
中
央
當
局#

の
考
へ
は
地
方
の
一
儒
者
の
そ
れ
に
も
及
ば
な
い
。
、

.

.

.

.
-
.
.

.
.
.
. 

. 

.

.

. 

-

.

.»

.

. 

.

.

.

..
へ，

r
. 

.

.
•

,'
•

v
s
- 

. 

.

.

.-V
.
-

 

. 

.

.

.

.

 

.

•.
-
. 

,
.
.

.'
:

v

.:-
•

.

,

.

.

. 

.

.

.

.

. 

r

r

.

.

.

. 

. 

v
.

'
'

;
;

-

1
.
:-
.
'
. 

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

. 

• •
.
.
.

然
ら
ば
如
何'に
す
べ
|

。
虎【

は
嚴
刑
主
義|

張
し
て
办
る
。'
、
' 

' 

、

. 

•
•

'

言
ほ
と
ん
じ
命
に$

る
ほ
ど
の
物
な
る
を
、
人
をP

り
欺
含
て
沿
り
受
る
こ
と
な

V
、

不
義
篇
上
■至
極
な
る
こ
と
盗
賊
と
同
じ
く*

.

:

'そ
_

の
.^

货
.を

論

す

ネ

ば

...，
人

の
妻
- ^

^

み
.

^

' ^

る
.

不
'

義
.

と
同̂

こ-
.
.と
な
‘

れ
ば
、

. 'す
べ
.
て

.

金
銀

_

に
.
.つ
，_

き
.

て
偽
り
欺
の
す

'

ぢ
.

あ
ら
ば

.

、
：电"̂
子
细
こ 

'

枸
は
、わ
ザ

_

に
'

處
す
べ

き.

ご
之
に

'

て
、
死
罪
を
的
當
と
す
る
こ
と
な
り
レ

さ
ら
に
彼
は
金
融
に
關
し
詳
細
に
十
數
ヶ
條
の
規
定
を
示
し
て
ゐ
る
。
勿
論
そ
れ
ら
の
規
定
を
見
る
と
、
彼
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
と 

矛
盾
す
る
と
思
ば
れ
る
も
の
が
な
い
で
は
な
い
。
例
へ
ば

「

總
て
引
當
こ
れ
な
く
薄
可
，
爲
&

用
こ
と
い
ふ
が
如
き
は
、
對
人
信
用 

を
，不

可

能

な

ら

し

め

、

貧

し

.
S

S

金

融

摄

止

さ

れ

衾
I

。
し
t

結
局
虎
門
は
？

者
海
心
を
與
へ
、
そ
れ
S

つ
て
金 

融4
-

圓
滑
に
，し
て
、
か
つ
倮
利
な
ら
し
め
ん
と
し
た
に
外
な
ら
な
い

c
 

. 

.■

か
X

彼

は

者

q

讓

S

置

基

め

v

は
t

が
、.
決
し
5

濟e
震

に

つ

いV

霞

馨

S

な
か
つ
た
。
_

山
を
採

豐

オ

り
.
目
持
の
；#
論

通

.て
議
行
遞
の
生
靡
に
從
事
し
た
り
す
る
こ
と
に
は
全
然
雲
を
表
し
て
ゐ
な
い
。
殊
て
一
國
の
蕃

•C O
-
.場
儀
ぬ
然
乜
で
あ
を
。
確
乎
た
か
將
來
の
，見
無
し
を
つ
け
て
な
ざ
る
ベ
き
で
あ
る

。

•

-,
:
1;
'
:
:
1
-
*
.
<
#

人
か
ビ
よ
，
そ
办
歡
々
：に
さ
ま
<

>

-に
う
.つ
り
て
本
可
レ
然
こ

：

ど
も
あ
り
、
國
家
を
あ
つ
か
ふ
上
な
ど
に
て
は
"7

]
<
久
見
つ
め
を
大
切
と 

1>
.
て
、
鼻
の
先
の
第
狀
に
の.み
拘
は
る
べ
き
に
あ
ら
ず
、
そ
の
内
に
も
そ
の
時
-
々
に
即
阽
に
う
つ
り
か
は
り
て
、
諸
方
の
都
合
に
妨
な
き
こ
と 

V

1は
、
；

H

 

く
く
吟
味
しV

行

ふ

べ(

能
之
五〕

。

.

_
從
つ
て
.彼
_

診
度
は
當
時
.の
.
多
ス
の
論
者
と
同
樣
に
，
消
極
的
な
ら
ざ
'る
を
#

な

々

•

•■
'

i

lr

:
-
で

和

が

國

h

の
家
風
に
よ
り
て一

様
吃
は
あ
ら
ざit
ど
も
、
今
の
世
の
經
濟
に
十
に
八
九
の
緊
要
は
取
入
る
i

高
を
多
ぐ
ず
る
よ
り、

:
 

.

ま
づ
先
に
無
氟
に
費
る
こ
と.を
吟
味
す
べ
し
し(

同
上)

？

生
產
の
增
大
をft
る
よ
り
も
' 

無
益
の
消
費
氣
來
得
る
限
り
抑
制
す^

こ
と
が
、.
國
寒
財
用
の
途
と
考
へ
た
の
で
あ
る
。
こ
’の
見 

地
か
ら
す
れ
ば
最
も
霍t
c -

と
は
.

流
通
を
發
達
促
進
す
る
よ
り
も
、
.
奢
侈
を
嚴
重
.に
禁
壓
す
る
こ
と.
に
あ
る
。.
’從
っ
て
彼
：̂
奢
侈

禁
止
の
•法
，̂

く
こ
'
と
頗
る
.詳
細
で
あ
る
。
し
；
^

し
單
な
•
る
法
、に
依
つ
て
、の
み
奔
侈
は
禁
止
し
得
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
彼
は
認
め
て

. 

 ̂

 ̂

. 

, 

' 

.

.

.

一
ゐ
る。

•

•■
. 

* 

.

.

. 

. 

. 

... 

：

:'
•

'..
.
.

:

.

.

け'
-
- 

.

.

.
,

,

.

r

さ
り
な
が
象
體
板
本
よ
り
直
さ
ん
と
に
は
法
ば
か
り
に
•て
は
い
か
ぬ
こ
と
に
て
、
•
人
々
め
心
よ
り
奢
を
恥
か
し
く
思
ふ
や
う
に
す
る
と
、 

人
々
み
づ
か
ら
鸾
を
す
べ
き
透
間
な
^

や
う
に
す.る
と
.£'
1

つ
次
よ.<.
^

^

吟
味
し
て
、.そ
れ
上
.に
た
つ
人
の
自.け
行
ふ
.て

ノ

そ

の

證

流

し 

' 

.て

嚴し
く
法
を
ゆ
る
さ
ぬ
や
う
に
す
る
こ
と
肝
要
な
りJ

 

(

卷
之
五)

0
 

:

.
'人
人
が
心
か
ら
奢
を
恥
づ
る
や
う
に
す
る
の
.
に
.
は
、
，忠
孝
の
道
名
得
さ
せ
、
.

「

武
備
を
.は
尤
め
、
す
べ
て
非
常
の
備
を
堅
固
に
す
る 

を
大
切
と
す
る
心」

か
ら
生
ず
る
。
即
ち
敎
べ
の
必
要
な
る
_

以
セ
| >
'

.

る
。
し
か
し
彼
ば
す
ベ.
S

者
に
同
一Q

取
扱
ひ
を
な
し
得
ぬ 

櫻
^

虎
門
の
經
濟
諭
.

.

、

 

'

洱九

(

ず
九

)

'
.
.



禊S

漭
の
鸫
K
 

六
o 

2ハs

こ
.と
を
知
り
、'
_

「

上
下
の
諸
士
も
坊
主̂|
伏
も
^:
人
耳
姓
も
皆
、.ー
霞
に
，あ
つ
か
ふ
匕
；と
に
て
は
、
銳
と
な
ら
ぬ
は
さ
も
お
き
で
、.
却
て
寄

S

る
と
と
多
し」

' 

と
.
•い
.ふ
o
'
當
時
‘

I

般
，の
論
者
と
同^:
に
、
f

亦
身
分
，に

依
れ.
‘分
•限
：に.應
じ
て
.

4

定

の

篆

立

て

ん

ぎ

る

替 

で
あ
る
。

-

'

'

•

. 

,

'

そ
の
紫
侈
禁
正
の
没
制
を
立
つ
各
，に
際
し
、
そ
の
義
の
麗
に
從
つ
て
大
體
次
ぎ
の

'ゃ
デ
な
順
位
を
つ
け
て
ゐ
る

o

 

,

■
 
'

-B
,
一
 

政
服
の
带
第
ニ 

■
婿
禮
、
ぃ̂

®
、法
事
•
祭
禮
、
そ
の
外
すベ
：て
寄
合
等
の
式
，0

0

供
人
數
'

そ
の
外
石
仕
ふ
與
女
の.̂

,
、

第

四

露

*
造
竹
、
第
％
、
諸
道
具
類
、
第六
，
麗
飮
炱
な
り
*
魏
應
飲
食
は
制
度
な
け
れ
ぼ
無
益
の
费
善
多
く
、
分
限
を
越
る
こ
と

' 

お
ほ
き
も
の
に
て
、
衣
服
に
お
と
ら
ざ
る
も
の
な
れ
ど
，
他
禁
を
以
て
制
す
石
に
は

2

に
行
と
V
く
こ
と
な
龜

く

、
，
決

宴

て

.
^
も 

:

嘗

の
•み
に
て
そ
の
寊
ほ
同
じ4

と
な
る
こ
と
多
き
も
の
ゆ
-へ
、
法
禁
を
'立
つ
る
'に
は
却
て
末
と
な
す'べ
き
な
り」

ハ
卷
之
七)

。
.

衣

，
服

の

別

の

如

き

も

單

に

武

士 

•

百
姓
*
町
人
の
別
を
以
つ
て
す.る
：の
み
尨
ら
ず
、‘武
士
の
間
に
か
つ
て
も
、‘
大
夫
に准
ず
る
L

士
に
准
ず
る
者
、
：
下
士
に
准
ず
る
者
と
.
に
依
つ
て
そ‘
れ
ぞ
れ
そ
の
制
を
異
に
す
る
。
勿
論
こ
れ
ら
の
點
は
身
分
的
階
級
觀
念
の
奮
し

•a

つ
た
當
時
に
ぁ
つV

は
敢
て
異
と
す
るH

足
り
.
い̂
が
、
虎
門
は
I

に
W
姓
•
町
人
S

Q
間
€

そ
れ
ぞ
れ
1
別
裏
け
る
必

.要
を
認
め V.

ゐ
る
。
，
. 

■
:
 

■ 

:
'
•
• 

.

.

.

.

.

.

ハ
：..

、
凡

何
^

に

ょ

ら

ず

數

务

け

れ

ば

同

じ

も
：の
に
て
も
、
お
の
づ
か
ら
段
品
の
ち
が
ひ
あ
；るこ
と
自
然
の
姿
な
り
、物
之
不
レ
齊
物
之情也
と
云
も 

■'
:
:
.
耽
意
な
ヶ
い C 
卷
之 11)0 

、
 

- 

■ 

. 

、

:.

••
:

»|
人

.^
か
ら
とi

つ

て

；
；
す

べ

て

1

同 
一
•に
取
抜
ふ
時
に
は
却
？

多
く
の
弊
害
を
生
ず
るo惑
.平
等
は
常
に
彼
の.採
ら
ざ
る
と
と 

ろ
.で
れ
る<)
.
'
. . 

• 

- 

H

へ
今
の
町
人
同
じ
家
歷
敷
持
に
て
も
、
分
限
の
呔
小
に
よ
り
て
主
従
同
様
の
姿
な
る
者
多
し
、
百
姓
も
亦
同
じ
、
虫
從
封
辟
の
如
く
大
小
高
下 

.の
ち
が
ひ
あ
る
^
に一

機
に
何
祺
も
あ
て
が
ふ
て
は
、
卧
然
と
さ
、
は
る
形
あ
り
*
理
づ
め
の
吟
味
に

て
行
は
れ
ぬ
こ
上
なき
や
ぅ
な
れ
ど
もV 

順
に
ゆ
き
か
ねる
こ
と
常
然
の
勢
な
り
、
ざ
れ
ば
此
段
の
汾
ち
や
ぅ
は
と
一

K

へ
ば
、
そ
の
國
そ
の
所
に
で
，

、一
概
に
は
心
得

_

し
と
沄
へ
ど
も
、
'
 

:

大
抵
三
段
よ
卜
以
上
、
，
，六
七
段
ま
で
も
分
る
べ
し
"
今
注
戶
町
に
て
十
仲
間
と

 

一

K

は
商
人
の.上
段
な
り"

さ
れ
：と
も
、
此
：

2

に
も
大
に
甲
^

あ 

' 

.

り
、
何
れ
に
も
町
人
は
商
賈
仕
人
高
の
多
少
と
召
使
ふ
人
數
の
多
少

:̂
-の
±

ッ
な
り
、
こ
れ
に
も
そ.の
商
寶
に
よ
り
て
、
ー
樣.に
は
V

は
れ
ず
、 

.

.

.

,
.

た
と
へ
ば
藥
店
が.ど
は
召
使.ふ
人
は
多
く
と-%
*
'
金
高
は
そ
れ
程
に
な
き
も
あ
り
、
埏
服
JS

、
質
店
な
ど
は
怒
仕
ふ
人
は
少
く
て
も
金
高
は
多 

,
‘
き
齊
あ
'0
、
す
べ
て
佌
類
の
差
弧
多
け
れ
ば
.、
玻
所
々
め
心
妈
あ
る
功
者
な
る
者
に
中
付
ズ
.吟
味
さ
す
べ
し
ノ
勿
論
邶
人
は
そ
の
.商
賣
に
よ
り 

!

-

;
て
ノ
.ー¥'
ピ
半
部
め
内
に
沐
滴
衰
あ
る.%
.繁
れ
ば
、.
每
^

叉
ぼ
陽
年
に%

改
め
ズ
吟
睬
あ
名4

J

、
、
..
-
.近
断
^

が
が
'-

氣
中̂

1
;̂
:

繼
商
聲
か
ぎ
に
ん
湖
が
チ
る
も^

ろ̂
:

だ

る

.
べ
ー
レ

>:

ず
姓
の
費
富
高
下
ほ
町
人̂̂
 

田
畠
持
.
 

ス
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,幕
刈
收
：の
多
少
に
七
犬
格
明
な
り

.
•
，
そ

の

上

に

も

海

川

の

嚷

.
又
は
.山
^

な
ど
、
或
は
商
霞
諸
職‘の
類
を
兼
た
る
類-
恨
れ
も
大'數
.よ
ぐ
-1

,ら 

る
、
こ
と
な
び
•
-

さ
て
こ
办
吊
日
段
を
わ
け
お
ぐ
こ
と
何
の
敷
⑴
に
な
る
ぞ
と
僉
に
、
町
方
、
村
方
、
時
々
の
盛
衰
を
考
へ
て
、
そ
れ
ぐ
に 

-

工
夫
し
て
扱
ふ
べ
き
た
め.の
入
用
な
り*
そ
れ
の
Y

が
ら
ず
、-
饑
饉
凶
災
の
救.
又
は
非
常
の
こ
ど
あ
り
て
、
何
ぞ
割
付
て
屮
付
る
な
ど
に
も

" 

そ
れ
ぐ
の
段
に
よ'り
て
夂
第
を
立
てk
巾
付
べ
V

、
；左
な
け
れ
ば
家
並
、
頭
割'の
み
に
て
却‘て
驻
不
平
に
な.り
て
行
は
れ
難’

こ
と
お
り」
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ことそれに货つて上下次第の別を立てんと

k

g

、
實
際
問
題 

と
し
て
妥
當
の
見
解
と■い
ふ
べ
.き
.で

あ

る
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し
、
量
レ
入.以
爲
レ
出
の
制
を
行
な
へ
ば
、
.

永
い
間
に
は
財
政
は
救
濟
さ
る.べ
き
替
で
あ
る
と
考
へ.た
。
'唯
し
か
し
現
在
の
制
度
の
ま
ま 

で
は
、.
大
名
は
永
久
に
富
有
に
な
り
難
い
狀
態
•
に
あ
る
、

，
.

.

.
「

今
世
の
次
名
と̂

衰
に
至
り
て
は
、1

つ
の
難
琪
あ.り
て
、
そ
の
國
永X
富
有
と
な
る
べ
き
こ
と
な
り
難
し
、
.

い

か

に

と

な

れ

ば

:'
當

時

汇 

戶
の
御
’政
琪
に
て
は•
大
名
の
身
代
少
し
も
よ
く
な
る
頃
に
は
、
こ
.̂

の
御
赞
請
、
か
し
こ
の
亂
修
覆
な
ど
と
て
、
を
り

c
t
f

其
分
限
に
不 

相
應
な
る
、
大
众
る
費
あ
る
こ
と
.
を
命
ぜ
ら
れ
ず
き
と
す
り
は
ら
ひ
た
る
.上
に
、
借
銀
そ
の
外
種
々
の
非
常
の
こ
と
を
し
て
、
間
に
合
は
す
る 

こ
と
ゆ
へ
、
そ
の
痛
み
は
五
郎
七
^

に
て
も
態
へ|1
|

し
*

少
し
も
程
過
て
や
ぅ̂
-

と
立
.て
な
ほ
る
頃
に’
は
、
水
旱H

荒
.̂

非
常
に̂

あ
る
か
*

,
.乂
は
右
の
や
ぅ
な
る
こ
と.ゆ
へ
、
何
時4
大
名
の
身
代
の
富
有
と.な
0

て
つ
1:

く
こ
と
は
な
き
こ
と
な
り

」
(

卷
之
五)
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勿
論
彼
も
公
然
と
こ
れ•を
批
難
す
る
言
葉
を
記
し
て
は.ゐ
な
い
が
、
大
名
を
疲
弊
さ
せ
、
•
.
•江
戸
の
勢
威
を
張
る
政
策
で
.あ
る
と
も
い
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ふ
が
、•
微
賤
愚
味
の
身
の
知
る
と
こ
ろ
で.は
な
い
と
い
ひ
な
がb
-
、「

今
は
實
に
窮
迫
せ
ら
れ
て
、
右
の
や
ぅな

る
命
も
あ
る
か
も
知 

れ
ずJ

と
、
■暗
に
幕
府
財
政
の
困
窮•を
指
摘
t

て
ゐ
る
。

以
1̂

に
依
つ
て
大
體
虎|
:
が
當
時
の
經
濟
的
行
詰
り
を
如
何
に
觀
察
し
て
ゐ
る
か
5:
.
見
て
來
た
の
で
あ
る
が
、
結

局

彼

れ

立

場

は

中一
 

.間
^

あ
る
ャ
.極
端
教
商
業
否.定
、.
農
業
中
心
の
自
然
經
濟
論
者"で
も
な
べ
、
又
商
業
藩
營
に.依

.
つ

て

財

政

的

窮

艺

を

救

ば

ん

と

す

名

貨

ノ

.
 

幣

經

濟

；

^

者

で

も

尨-̂
。〖

ぞ

れ̂

彼の議
論が何
れかと
い：
へば跟なる理論に走るも

0

で
な
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'
、
：彼
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目
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を
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以
つ
で
い
へ
ば
、
常
に
時
の
：勢
ひ
を
考
慮
し
た
が
た
め
で
あ
ち
ぅ
。
か
、
る
見
地
か
ら
彼
は
さ
ら
に
武
士

*

百
姓
.

町
.ん
：
そ

の

他

の

者

を 

如
何
に
處
肾
す.べ
き
：ゃ
に
っ
ぃ‘
て
評
論
し
て
ゐ
る
。
以
下
匕
れ
ら
の
各
々
.に
っ
ぃ
て
彼
の
經
濟
策
を
檢
討
し
て
見
ょ
.
ぅ
。

先
づ
最
卿
に
武
士
惜
級
自
身
の
間
題
に
っ
い
：て
述
べ
よ
ぅ

''
/

0

封
建
社
會
に.あ
つ
七
武
土
の
生
活
が
保
障
さ
れ
て
ゐ
た
：こ
と
は
事
實
で

' 

あ
る
0

し
か
し
そ
れ
ぬ.ぞ
办
家
督
を
相
續
し
得
る
者
だ
け
に
限
定
さ
れ
て
ゐ
る
。

一

ー
扔
以
下
の
者
は
上
は
大
名
か
ら
下
は
何
人
挟
持
か
.
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釔
も
ら
つ
て
ゐ
各
や
ぅ
な
下
士
階
級
に
至
る
ま
で
、
他
家
に
養
子
に
い
，

V

か
、
兄
の
厄
介
に
な
る
よ
り
外
に
な
い
。
-
人
1'
1

の
增
大
呔
領
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土
の
增
加
す
る
こ
と
の
な
い
平
和
な
封
建
社
會
に
と
つ
て
は
、

.

か
な
り
早
く
か
ら
厄
介
把
問
題
と
さ
れ
て
ゐ
.る
。
故
に
早
く
熊
澤
蕃
山 

食
ど
も̂

れ
_

題
と
し
て
ゐ
る
が
、
十
分
に
論
じ
て
は
ゐ
な
い
。
虎
門
は
こ
の
：問
題
を
大
名
に
っ
い

.て
も
.'
*

又
諸
士
に
っ
い
て
も
詳
、
 

細
に
論
じ
て
ゐ
る
。
 

.

'

最
初
に
大
名
に
っ
い
て
彼
の
い
ふ
と
こ
ろ
を
見
る
と
-「

國
氧
の
'弟
並
次
叭
一

二

男
等
を
あ
一
つ
か
ふ
心
得

」

と
題
し
、
當
時”
5

に
、行
な

は
れ
て
ゐ
た
他
家
へ.の
養
子
を
-

r

殊
に
親
し
き
父
母
を
す
て
、V

別
に
父
'母
を
養
ふ
こ
と
、
や•む
と
と
を
得
ざ
る
の
外
、
な
る
べ
き
ほ

.
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ど
は
人
の
本
意
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
ゆ
.
'へ.」

：
と
い
.つ
て
、
あ
ま
り.賛
意
を
表
し.
.て
ゐ
な
い.，。-
し
か
、し
ニ'
-家
.
1,類
へ
の
養
子
は
必
令
し
も
阽
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、
ま
づ
嫡
子
摘
孫
は
先
祖
の
正
絳
な
れ
ば
、
別
段
に
-
あ
っ
か
.b

て
、•
そ
の
外
の
伯
叔
父
、.

庶
兄
.又
は
弟
、
次̂

三
與
、
米
孫
等
は
幼
少
の
時

.
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は
部
屋
々
々
を
立
て
、
役
人
を
つ
け
て
.あ
つ
か
.ひ
'

成
長
し
.S-
.

一
十
歲
に
も
な
り
、
養
子
：に
な
る
べ
き
家
も
な
き
者
を
ば

' 

國
中
の
一
家一

類 

.

な
ど
云
系
屬
あ
名
家
へ
養
子
に
逍
は
し
、
そ
、の
人

1

生
の
間
*

そ
の
家
の
分
限
に.
よ
り
て
國
黹
よ
り
手
あ
；て
あ
る
べ
し

U
-
C

卷
之
八)

。

.

そ
の
手
あ
て
も
代
を
經
る
每
に
遞
減
す
る
。
養
子
と
す
べ
き
家
の
な
い
場
合
に
は
、

「

別
に
家
を
立
て
さ
せ
、
祿
を
あ
て
が
ひ
て
、
そ 

，，の'
予
の
代
に
至
ら
ば
格
祿'と
も
.に
下
す
べ
し
。
そ
の
孫
，に‘至
ら
.ば
ル
下
す
べ
し
。

」

か
べ
し
て

.
一

族
だ
か
ら
と
い
つ.
て
愚
な
蕃
を
賢#

の
' 

ゝ
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-櫻
川
虎
門
の
經
濟
論-
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上
に
立•た
し
む
.る
：こ
と
な
く
、X

ー：
族.
の
親
.
み
を
失
ふ$

と
な
き.や
ぅ
电
、
親1/
*

親
賢
»/
-
寶
之
、道
忙.反
せ
！'る
や
；, 5
に
す
，べ.き
.ヤ
.
あ
る
-と

い
ふ
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諸
侯
の
子
弟
を
處
分
す
る.途
は
未
だ
容
潺
で
あ
る
。
，
;-
±
り
困
難
な
問
題
は
諸
士
の
ニ
男
以
下
を
如
何
に
處
分
す
る
か
と
い
ふ
こ
と
で 

あ
る
？
彼
は
こ

.

れ
ら
の
者
を
取•扱
ふ
役
人
を
置
き
、
無
龙
支
配
と
で
も
名
づ
け
監
督
差
®

さ
せ
ん
、
.と
す
る
。
こ
'の
支
配
下
に
嵐
する
款 

は
親
生
存
中
の
次.姐
三
男
は
一
一
十

'五
歲
以
上
、
兄
に
か
、
る
翁
は
！

一

十
歳
か
ら
、
姪
の
«，
に
な
つ
た
時
に
は
十
六
歲
以‘上
の
者
で
あ
る
。 

そ
，の
‘
處
遛
す
t

方
法
と
し
て
、
彼
は
八
つ
の
手
段
を
擧
げ
て
ゐ
る
。

•
「

第
.一

に
は
在
方
、
新
田' 
新
莴
開
發
十
の
內
三
分
ほ
ど
を
自
分
べ
被
，
下
、
そ

.
の
茼
徒
士
、
の

祿

藉

赏

す

る

ぼ

ど

な

ら

：
ば
街
士

.に

.谷
出
す
べ
し
、

.

召
出
し
た
る
上
は
開
發
を
や
め
べ
し
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'文
意
や
、
不
明
で
あ
る
亦
、
新
阳
畑
の
開
發
に
從
連
さ
せ
、
そ
：の
，取
り
高

.の一

部
を
給
し
、

鄕
士
格
と
し
、
も
し
そ
の
新
田
か
ら
の

.上
り
高
が
徙
士
の
祿
の
程
度
に
な
つ
た
時
に
は
、
彼
自
身
開
發
に
從

?J
T

す
る
，こ
と
は
止
め
さ
せ
、
徒
士
と
し
て
召
抱
え
る
と
い
ふ
意
で
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第

二12

は
常
座
舉
公
、
こ
れ
は
徒
士
平
士
其
外
役
人
等
に
人
少
く
類
、
役
仲
問
ょ

.0

も
間
を
合
せ
難
き
處
へ
其
才
器.に
あ
た
る
教
を
え
ら
ぴ
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に
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こ
れ
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臨
時
雇
用
で
魟
る
が
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假
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不
用
に
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も
ー
年
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、
第
三
に
ほ
又
奉
公

.
、
こ
れ
は
家
若
以
下
苽
き
役
人
布
役
中
仕
ふ
ぺ
き
;|
1

人
-
.物
窖
"

济
黨
煢
な
り
、
あ
•て
讣
ひ
ぱ
主
人
々
々
の
仕
ひ
や
ぅ
な

沁.
■啓：職 :::S

\
ニ■ - - .

■

'

.遠
四
に
は
す
べ
て
指
南
、
文
武
有
用
の
藝
に
限
る
べ
し

J
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將
棋
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茶
湯
？押
花•.

亂
舞
の
や
ぅ
な
遊
藝
は
‘
勿
論
、
、繪
•

書
•

印
刻
の
如
き
も
み
'
の
指
南
は
許
さ
：れ
な
ぃ
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蒙
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れ
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な
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り
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又
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の
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た
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な
ると
と
を
主
張
し
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鐵
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し
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事

業

が

、
冰
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な
w
.
と
と
.に
.注
意
し
だ
0

:
荒
蕪
地
を
開
發
す
る(0
に
遠
方
か
ら
移
住
さ.
せ
て
炎
^
.
|
、旦
功
あ

广
る
が
如
く
見
ぇ
で
，
.も
、
何
時
か
又
灕
散
し
て'>
_

地
に
な
つ
.て
し
ま
ふ
こ
と
が
多
い0
.
彼
の
言
を
以
つ
て
す
れ
ば
、
か
、
る

渐

百

姓
'
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1大
凡
何
琪
に
て
も
多
く
の.入
を
极
ふ
は
、
：
.其
心
を
と
く
と
凝
じ.て
:it
-

情
！3
を
得
ざ
.れ
ば
永
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潘
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萬
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懇
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摘
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ほ
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限
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れ
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あ
る
こ
と
な
し
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介
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へ
第
二
に
他
鄕
の
者
で
も
久
し
く
住
み
、
近
隣
相
交
は
れ
ば
、
自
ら
そ
の
土
地
に
親
し
み
が
出
來
る
も
の
で
あ
る

.
か
ら
、
近
隣
の
交
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論
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結
婚
ぞ
'の
他
瓦
に
密
接
な
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第
三
に
從
來
新
西
姓
の
獎
勵
に
、
丈
夫
な
家
、
馬
小
屋
、
物
置
等
を
立
て
、
や
つ
て

.
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
却
つ
て
民
情
に
通t
f
ざ
る
も

の
で
あ̂
'
。
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，
す
べ
て
興
は
じ
め
は
た
だ
雨
露
を
ふ
せ
ぐ
な
ど
に
こ
し
ら
へ
て

*

年
ふ
る
に
從
ふ
て
其
人
々
の
み
づ
か
ら
骨
を
を
り
、
身
を
勞
し
て
^
梢
に 

.

.段
々
備
る
や
ぅ
に
す
べL
*

さ
れ
ば
典
身
み
づ
か
ら
辛̂
し
て
威
就
す
る
故-
た
と
ひ
甚
鹿
末
介
る
家
居
に
て
も

•

甚
を
し
む
心
あ
り
で
ず
て.
 

が
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く
思
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若
同
鄉
の
人
な
ど
數
人
集
む
る
時
は
、
あ
な
次
こ
な
た
に
隔
て
ず
し
て
、
近
き
あ
た
ヶ
に
ま
ど
ひ
て
お
く
や
ぅ
に
す
べ
ぎ

^

と
肝
要
な
ヶ
； 

よ
り
來
る
も
の
典
地
の
人
に
し
た
七
み
薄
く
.、
或
は
貧
し
き
も
の.贷
借
を
通
し、
' 

又
ほ
狼
人
看
病
其
外
す
ベ
て
の
大
蕻
に
力
を
そ
へ 

• 

H

手
傅
す
る
な
ど
も
，
：親
¥
緣
请
も
少
く
一

 

入
に
難
儀
不
自
3

ず
る
こ
と
な
り
*
,
同
鄕'の
乾
近̂
2

在
る
：
時
は
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自
然
に
し
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し
み
享
く
、
故
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鄕
に
て
は
見
ず
し
ら
ぬ
人
と
い
へ
ど
も
、
他
鄕
に
出
れ
ば
よ
し
み
摩
く
な
る
も
の
ゆ
袅

*
•
相
互
の
力
と
な
り
て
心
よ
く
思
ふ
事
な
り
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五
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植
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す
ベ
て
樹
木
は
年
經
て
其
功
を
見
る
こ
と
故
、
旣
に
賓
を
循
び
、
文
は
材
木
と
な

V

.T

年
-
^よ
令
價
に
も
な
れ
ば
，
田
細
物
成
.の
外
に
て
洛 

.
c>

别
の
產
榮
办
肋
に
：
な
る
故
，
是

を

惜

む

の

,

あ
り•

又
後
年
に
な
り
て
い
か
ほ
ど
如
ら
を
役
人
あ
ゎ
て
も
-

架
木
ま
で
は
年
貢
も
お
ふ
せ
^
こ

:

:
.第
六
'
に

醫

考

を

付

け

置

，く

と

と

、
，
實

際

：の

#

合
人
間
が
少
な
5

と
彳
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彼
日
く
、 
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是
.や

ず

：き

事

；の

樣

：
に

て

第

^

の
が
た
ぎ
乙
と
な
り
«-
;
:と
0

^

日
0

植
民
の
.
場
合
で
を
、
な
ほ
こ
.
の
感
が
な
い
•
で
は
な
•
い
”

.

:

第
七
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新
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縱
仰
顧
の
人
な
り
と
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あ
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永
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と
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し
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し
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薄
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を
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付
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に
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；又
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も
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述
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へ
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が
賀
除
上
社
會
尤
お•
い
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IW

め
て
ゐ
.
る
地
位
を
金
然
無
視
し
て
し
ま
ふ
ほ
ど
、
時
代
に
對
す
る
認
識
を
缺

1

で
も
な
か
つ
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人
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輕
く
貧
し.き
密
を
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論
ぜ
ざ
れ
ど
も
、
.

富
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榮
ゆ
る
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を
ば
必
賤.し
ま
ず
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れ
金
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を
目
が
け
る
の
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如
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も
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や
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姓
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の
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れ
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ゐ
る
こ
土
を
も
承
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三
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り
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に
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植
る
も
の
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な
ら
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エ
も
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の
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を
換
改
る
し

と
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- 6
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る
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皆
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來
る
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に
安
じ
て
別
に
普
撤
を
め
ぐ
ら
し
、
骨
折
る
こ
と
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と
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あ
る
と
も
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き
こ
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を
業
と
す
る
蔣
の
如
き
は
、そ
の

尤
な
る
者
で
あ
る
。
彼
は
こ
れ
ら
に
對
し
特
に
嚴
乳
を
要
求
す
る

o

令

こ
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づ
歡
女
を
お
き
ズ
敗
氣
す
る
者
は
、
*

者
1

坐
：の
間
、
乞
食
邦
ん
と
同
格
に
あ
つ
か
ひ
、
發
片
方
を
す
り
落
し
，
頭
布
手
拭
を
か
ぶ
る
と

-
 

,

{

.

.

と
を
禁
じ
：，
屮
年
ほ

.ど
の
間
は*
'
.毎
年
兩
1
1
|度
'づ
：
、
の
.び
た
?>
.髮
を
改̂

^

ら
す
べ
し
、.尤
興
淠I

坐
す
ベ
て
他
國
出
行
を
禁
ず
べ
し
、
游 

:
,

夂
に
賓
り.だ
石
父
兄
等
ネ
襞
片
方
を
す4
落
~

其
者
ー
.
生
同
類
め
：末
席
た
名

^

し
”

寶
買
々
仲*
<
、̂

入
等
寸
べ
て
貪'
り̂

ひ
の
者
、
博 

奕
を
犯
す
同■
■
の
：
罪
に
中
付
て

V

そ

の^ ；
數

は

傅

突

ょ

り

も

-.

等
長
く
申
付
、.其
者
：一
生
同
類
の
末
席
た
る
べ
し
、
“J

れ
不
仁
之
不
義
と
相
兼
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た
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婵
だ
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そ
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刑
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か
く
彼
は
こ

れ
ら
の
遊
手
に
對
し
て
は
か
，な
り
嚴
格
な
態
度
を
持
し
て
ゐ
る
が
、
歌
舞
伎
芝
居
等
に
對
し
て
は
か
な
り
の
理
解
を
示
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世
情
，
靈

を

熟

觀

し

て

深

ぐ

奢

れ

ば

：、

.
今
佌
に
あ
た
：り
て
、
民

間

の

風

俗

を

移

し

易

る

の

道

に

於

て

.*

.
今

の

臶

瑠

璃

蹵

居

之

沄

も

の

ほ

ど

.: 

i

的
な
る̂

6

は
な
し•

い
か
に
と
，な.れ
ば
'輕
き
密
ど
も
の.女
子
婦
人
は
云
に
及
ば-ず
、
舆
子
り
ま
で%•
お
し
な
べ.て
、
す
べ
で
そ
の
風
を
慕
ひ

•■
.
衣
眼
.の
樹
樣
か
ざ
ガ
、
：
仕
立
染
色
等
も

'

今
0

1

@

云
て
み
な
ぐ
爭
ひ
迆
で
慕
ひ
學
ぷ
も
、
多
く
は
此
芝
居
ょ
り
出
る
な
り
，
そ
れ
す
ら

.* 

- 

.

. 

- 

- 
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* 

■

.

小
琪
に
樂
る
こ
と
，な
，；
に
、
苒
に
き
く
所
、
目
に

.親
る
所
よ
噌
も*
愚
夫
愚
婦
の
心
肝
に
徹
す
る
故
に
ノ
哀
樂
喜
怒
と
も
，に
實
事
の
如
く
、
深 

.

く
染
み
る
故
、
一
た
び
觀
て
は
必
柯
び
せ
ん
こ
、と
を
想
ひ
、

.

た
V

思
ひ
出
る
の
み
に
て
も♦
そ
の
情
を
前
す
ほ
ど
の
感
深
き
ネ
の
な
れ
ば
、
忠 

荦
仁
義
の
道
に
近
き
こ
と
も
こ
れ
に
上
り
て
感
揭
す
る
こ
と
も
多
し
、
古
背
製
、人
の
法
民
を
導
き
治
る
に

"

禮
を
以
て
そ
の
外
に
あ
ら
は
る
、 

こ
と
を
制
し
、
樂
を
以
て
そ
の
內
に
伏
す
る
情
を
和
ら
げ
る
こ
と
あ
り
、
そ
の
說
諸
書
に
見
；又
た
り
、
ふ
か
き
曲
折
は
さ
ま
ぐ
あ
る
べ
け
れ 

ど
も
、
，い0-
-̂

に
.
も
內
心
ょ.̂:
い
さ
み
-

^

\み
て
善
.>-
:
-3 0
-

も
む
，く
や
ぅ
に
す
る
が'
樂
の
敎
と
み
ぇ
た
り
、
今
の
芝
居
名
こ
れ
に
類
し
た
る
こ 
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f

に
，お

い

て

國

杓

の

生

®

力
不
足
が
問
題
と
な
る.や
、
多
く
の
論
者
に
依
っ
て
遊
民
問
題
が
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
が
*
虎
門
の
轉
ぶ 

る
と
匕
ろ
は
、
そ
れ
ら
の'諸
.論
中
'

最
も
中
正
を
徵
た
石
に
近.い
4

'
の
セ
あ
ら
ぅ。
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以
上
虎
n

の
經
濟
思
I

そ
I

經

基

」

に
依
っv

述
べ
て
乘
た
。
彼I

變
勿
論
不
幸
で
あ
っ
た
と
は

i

へ
な
い
。
し
か
し 

彼
が
前
‘半
生
：に
お
い
て
得
た
學
問
と
聲
名
と
に
比
し
て
*

そ
の
後̂

坐
は
^
し
て
そ
の
意
を
得
た
も
め
で
散
か
っ
炎
こ
と
抵
明
か
で
あ 

る
。

さ

ぅ

し

た

：こ

と

が

*

彼
.の
議
論
の
ぅ
ち
に
俗
世.に
活
動
し
て
ゐ
る
激
や
、■地
位
を
得
.

H

ゐ
る
紫
に
對
す
る
痛
烈
な
る
.批
判
と
な
っ 

て
現
は
れ
て
ゐ
る
匕
と
は
事.實
.で
あ
る
o
'
彼
が
大
名
に
對
し
、
-
.叉一

般
儒
背
に
對
し
て
な
し
た
評
言
の
如
き
は
、
ニ
.續
痛
決
を
.感
ぜ
し

む
石
ほ
ど
で
か
を
。.
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そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
彼
の
議
論
は
當
時
の
讓
論
と
し
て
は
む
し
ろ
中
正
で
あ
り

*

穩
健
で
へ
あ
るo

こ
れ
は
彼
が
聖
賢
時
中
の
道
を
以 

っ
て
常
に
そ
の
指
導
理
念
に
し
た
こ
と
に
恶
グ
_く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
•
い
於
ぐ
.又
彼
自
身
の
性
格
も
、
そ
の
文
章
に
現
.
 

は
れ
た
ょ
り
も
穩
か
な
風
格
を
も
っ
も
の
で
は
な
か
.つ
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ら
ぅ
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彼
の
經
躺
論
は
終:«
.

:

1

»の
經
濟
論
以
上
にm

づ
る
も
の
で̂

な
か
っ
た
。
そI

て
そ
の
藩
の
利
益
の
た
め
に
は
他
藩
の
利
害
に
っ 

い
て
は
殆
ど
顧
慮
ず
名
必
要
を
認
め

H

ゐ
_
取
い
.
o
,勿
論
そ
：の
態
度.が
ょ
い
と
い
ふ
の
で
は
な
い
。
前
述
し
.た
如
く
彼
は,

外
に
.
輸
出
す
：

る
商
ロ
ロ
に
つ
い
て
は
商
人.に

，；
ー
，
依

^

る
-
'を
.ょ
^

>:
>

じ
，た:0
:
.そ

れ̂

續
い.
で
、..彼

は

次

ぎ

の
■
如

ぐ

述

べ..て
ゐ.
る
。
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「

す
べ
て
商
人
の
心
は

:»

先
方
に
て
其
拂
底.し
て̂

々
難
儀
す
る
ょ
り̂
直
段
い
か
ほ
ど
髙
く
と
も
、
餘
儀
な

V

賈
取
る
様
に
な
る
こ
と
を
願

ふ
て
を
る
こ
と
、
利
を
求
む
る
心
よ
り
は
自
然
の
な
り
な
れ
ど
も
、
隅
闕
他
國
の
人
々
に
大
な
る
難
儀
を
か
け
て
、
自
_

の
利
と
す
る
こ
と
、

.

人
君
た
る
者
な
ど
の
心
と
す
べ.き
こ
と
.に
あ
ら
ず
、
い
か
に
も
な
る
ベ.き
ほ
ど
は
不
自
由
も
か
け
ず*
あ
ま
り
高
直
も
な
き
や
ぅ
に
し
て
、
他 

•
國
な
り
と
も
心
よ
く
迷
惑
な-き
や
ぅ
に
し
た
き
こ
と
本
意
な
り

J
、

.

.

.

. 

'

、
-

人
君
と1

て
は
當
然
ヒ.の
態
度
を
採
る
べ
き
で
あ
る
。
、し
か

1

續
ぃ
七
、
，
7

.

'

1

さ
れ
ど
も
そ̂

^

の
分
の
常
然
あ
れ
ば
、
手
前
の
商
人
に
利
を
と
ら
せ
ぬ
と
云
道
理
も
な
き
故
、
相
應
の
通
用
に
す
る
時
は
、
彼
此
相
方 

と
も
に
永
久
よ
く
引
つ̂
き
て
、
誠
に
公
典
の
意
に
か
な
ふ
こ
と
.

即
灭
地
の
心
な
めJ、

®

之
四̂

、

.

.

.

•

言
葉
ば
少
し
く
柚
象
的
で
は
あ
る
が
、
自
國
商
人
の
活
動
に
1

住
し
ズ
、
そ
れ
相
應
の
利
益
を
擧
、げ
る
と
と
を
承
認
し
て
ゐ
る
こ
と

は
明
か
で
あ
る;°
そ
の
點
に
お
ぃ
て
彼
の_

論
が
封
建
的
經
濟
論
以
上
に
出
づ
る
こ
と
を
得
な
か
つ
.
た
の
も
當
然
で
あ
る
_
*
す
で
に
天

\ 

•

保
時
代
に
な
っ
ズ
‘
、
な
，ほ
こ
の
.種
.

9

立
場
に
低
迷
し
て
ゐ
た
こ
と
は
、
彼
の
經
濟
論
の
'價
値
を
著
し
く
偁
か
ら
し
か
る
ヒ
と
を
免
れ
な

し
が
し
當
峙
め
政
策
論
と.

4
,

て
，、
彼
の
議
論
は
別
の
觀
點
か
ふ
觀
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

.
い
。
彼
は
當
時
の
社
會
の
缺
陷
を
熟
知
.

し

て

ゐ

た

。

，
又

」

般

庶

民

，
の

.性
情
に
通
じ
て
ゐ
た
。
徒
ら
に
自
己
•の
理
想
を
装
準
と
し
て
人
間
性
を
無
視
し
て
庶
民
を
罵
倒
す
る
空
論

.

的
政
治
論
教
で.は
な
か.つ
た
。‘
時

勢

が

漸

く

變

化

し

、
つ

X

あ
，る
こ
と
も
知
づ
七
ゐ
た
，。
故
に
軍
備
の
改
善
に
，つ
い
て
十
分
に
注
意
し
常

時
の
軍
備
に
存
す
る
ニ
つ•の
缺
點
を
槠
摘
し
て
か
る
。

ー
つ
は
素
質
の
低
下
で
あ
.る
。
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第
一
に
は
今
世
諸
阈
に
多
く
あ
る
武
士
は
*
名
は
武
士
な
れ
ど
も

*

，大
抵
背
の
公
家
に
同
く
し
て"
古
の
武
士
に‘く
ら
べ
て
は
、
そ
の
精
兵 
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と
去
ふ
も
の.が
、へ#

の
弱
卒
に
く
ら
ぷ
べ
き
ほ
ど
な
レ
べ
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他
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つ
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は
武
器
の
變
化
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あ
る。
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「
第
ニ
に
ば
昔
の
敏
は
弓
矢
を
用
ひ
七
は
、
中
说
ょ
り
鐵
砲
と
运
も
の
出
て
、戰
法
大
に

1

變
ぜ
り
"

こ
れ
諸
浓
の
拔
家
の
上
ぐ
し
る
所
な
り
/ 

さ
れ
ば
咎
戰
な
ど

J
K

に
茧
む
て
は
別1;
で
昔
の
法
に
泥
み_
令
は
勿
論
、.
由
戰
と
.V'

へ
、ど
も
、
昔
の'*
t

_
の
心
得
に
て
は
大
に
相
違
す
る
こ 

,
-;'
.
.尤
在0
、
し
_か
石
を
城
池
を
は
じ
め̂

の
制
作
武|
!够
.に-
至
る
ま
で-
昔
の
法
を
據
，と
：す
る
と
と
，大
な
る
誤

^

り」

;'
;

.叉

彼

は■外

國

人

の

饿

來

せ

、ん

と

-b

つ

つ

，
あ
-る

こ

と

も

知

つ

て

ゐ' 

'

;

il
n

又
施̂

魯

選
-X

は

英

告

刹

澌

な

ど

'(
0

厲
國
船
»

時
4

日
本
の
海
上
に
來
レ
こ
と
あ
、
0

ト(

卷
之
七
>
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平
山
行
藏
の
議
論
な
ど
に
は
感
服
し
て
ゐ
た
や
づ
で
あ
る
。
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社
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必
缺
m

い
-A

間
の
性
情
、
時
勢.の
f

を
知
っ
て
ゐ
た
彼.は
、、
假

令

封

建

钠

.獾
擠
論
を
典
礎̂

し
て
ゐ
.
#
.が
ち
も
ノ
か
な. 

り
適
切
な
改
革
意
見
を
述
べ
て
ゐ
る
。
政
策
論
と
し
.
て
は
實
行
性
を
有
し*
谳
し
て
货
當
セ
あ
る
。
唯
彼
は
常
に
.間
到
に

一

つ
の
改
荜 

に
依
つ
て
坐
ず
る
諸
鄭
情
を
、
又
改
革
.せ
ん
と
す
る
對
象
の
相
違
を
考
察
す
る
が
故
に
、
華
美
な
徹
底
的
議
論
は
見
ら
れ
な
い
。
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よ
き
こ
と
と
さ
へ
あ
ら
ば
、
何
時
に.も
诗
ば
た.く
と
火
急
に
行
ふ
べ1

と
の
み
心
将
る
は
誤
な
り
.
ば
た
く
とい
か
ぬ
こ
と
は
い
つ
も 

な
ら
ぬ
も
の
と.
心
祁
る
.も
亦
誤
な
り』
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か
ぅ
し
た
彼
の
港
へ
，方
は
確
か
に
.
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